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Digest
３月定例会

令和６年３月定例会を２月26日から３月22日までの26日間の会期
で開催しました。

本定例会では市長から提案された議案51件を審議しました。議案
は、いずれも原案のとおり可決・承認・同意したほか、議会から提案し
た議案２件を可決しました。（採決の結果は５ページに記載）

上程された議案は、３つの常任委員会に付託され審査しました。その
内容は次のとおりです。

令和６年度当初予算・令和５年度補正予算令和６年度当初予算・令和５年度補正予算
〜一人ひとりの幸せをみんなで紡いで実現する予算〜〜一人ひとりの幸せをみんなで紡いで実現する予算〜

●予算審査のあらまし
予算決算委員会は、当初予算及び補正予算の

審査を３月13日から19日までのうち５日間行い
ました。

付託された議案は令和６年度当初予算11件
（一般会計１件・特別会計７件・公営企業会計
３件）、補正予算８件（一般会計１件・特別会計
４件・公営企業会計３件）と専決処分事項の報
告１件の計20件です。

なお、３月12日に総括質疑を行い、14人の
委員から26件にわたる質疑がありました。

●令和６年度当初予算の内容
一般会計の予算規模は、196億8,706万円

で前年度対比５．７％増の過去最大規模となっ
ています。さらに、特別会計７件（総額89億
5,709万円、４．６％減）と公営企業会計３件（総
額129億5,207万円、０．５％増）を合わせた
全11件の規模は415億9,622万円となり、前年
度対比１．７％増の予算が編成されています。

予算決算委員会
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主な意見
審査では、執行部からの説明に対し、委員が質疑を行い、その後、意見調整と採決を行いました。
各委員の主な意見は以下のとおりです。

■ 一般会計

〇西部地域振興センター整備事業費を高く評価す
る。西部地域においても地域住民の安全・安心の
確保及び利便性の更なる向上に期待する。

〇高齢者等見守りサービス補助金交付事業費を高く
評価する。一人暮らしの高齢者や重度身体障害者
等の住み慣れた地域での安心な暮らしの実現に期
待する。

〇子育て世帯訪問支援事業費を大いに評価する。家
事・子育て等に対して不安や負担を抱える子育て
家庭や妊産婦、ヤングケアラー等に寄り添い、家
事支援や育児・養育支援の充実を図られたい。

〇生ごみ処理機購入費補助金の導入は、新たなごみ
減量の施策として高く評価する。市民に対する啓
発活動を通じて、環境への意識を高め、生ごみの
有効活用を促進されたい。

〇高齢者等ごみ出し支援戸別収集事業費を高く評価
する。ますます増える独居高齢者の生活支援サー
ビスとして、廉価な利用料が持続されることを望
む。

〇ふるさと就職支援情報発信事業費を評価する。就
職情報が希望されている方々に届くよう、啓発に努
められたい。

〇みんなで守る綾部の山林事業費を高く評価する。所
有する森林の扱いに不安を感じている所有者は多く、
特に条件不利地森林整備事業の周知を徹底された
い。

〇あやべ温泉等施設改修事業費を評価する。東部地
域におけるあやべ温泉を核とした観光施策の将来
像を明確にし、地域振興に努められたい。

〇新都市公園整備事業費を高く評価する。多目的に
利用でき、様々な世代が集い、人と人とのふれあい
や新たなにぎわいを生み出す公園の完成に期待す
る。

〇綾部駅北駐輪場整備事業費を評価する。利用者
の利便性向上と歩行者の安全性の確保に努められ
たい。

〇西部地域消防防災拠点施設整備事業費を高く評価
する。西部地域における迅速な災害対応及び防災力
の向上に期待する。

○部活動地域移行事業費を評価する。受入団体との
連携を密に取り、生徒が充実した取組ができるよ
う努められたい。

○学校給食費について、安全安心で質の高い学校給
食を安定して供給するため、調理業務の外部委託
の状況を定期的に検証すること。

■ 市立診療所等特別会計

○更なる地域医療の充実を図られたい。

■ 国民健康保険特別会計

○人間ドック受診率の向上を図られたい。

■ 介護保険特別会計

○高齢者が住み慣れた地域で尊厳を持って豊かに暮
らすことができる地域社会の形成に期待する。

■ 後期高齢者医療特別会計

○高齢化が進み、医療費が増えていく中で、後期高齢
者等が安心して医療を受けられる制度の確立に期待
する。

■ 上水道事業会計

○広域化の協議内容は、十分な情報開示を行うこと。

■ 下水道事業会計

○下水道の今後の事業実施のために、国・府の財政支
援を求めること。

■ 病院事業会計

○更なる医師確保を図られたい。

■ 農林業者労働災害共済特別会計

○農林業者の生活の安全と福祉の増進を図られたい。

■ 住宅・工業団地事業特別会計

○住宅分譲地の早期の完売を図られたい。

●令和５年度補正予算の内容
一般会計１件、特別会計４件、公営企業会計３

件の計８件の補正を行い、総額14億5,194万円
の減額となりました。

一般会計では、小学校大規模改修事業費として
1,082万円が増額、また、指定管理者制度運営費
として1,949万円が増額されました。公営企業会
計では、長寿命化対策事業費として6,000万円が
増額されました。他に事業費の確定見込みによる
補正です。

●審査の結果
採決の結果、令和６年度一般会計及び国民健

康保険特別会計の２議案は賛成多数となり、これ
らを除く18議案は全員賛成で可決及び承認となり
ました。

なお、本会議での採決に際しては、賛成多数と
なった議案に対し、井田佳代子議員から反対、片
岡英晃議員から賛成の立場で討論がありました。
（６ぺージに要旨を掲載）
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●１学級に統合し吉美小学校内に移転
吉美小学校区の放課後学級は、現在、多田

町と桜が丘一丁目の２学級で運営している
が、令和６年度の通年の児童数が30人とな
ること、また、吉美小学校内に空き教室が１
室できることから、１学級に統合し、吉美小
学校内に移転する。更には、夏季休業中等に
おける追加開級の柔軟化を図るため、所要の
改正を行おうとするものとの説明がありまし
た。

質疑の中で、「保護者への説明状況や反応
は」との質問があり、「入級承諾通知書の送付
に合わせて通知したが、現時点で問い合わせ
はない。今後、問い合わせがあった場合は丁
寧に対応したい」との答弁がありました。ま
た、「１学級になることでスタッフの人数は
どうなるのか」との質問があり、「現在、第１
放課後学級が３人、第２放課後学級が２人で
運営しており、１学級になることで３人体制
を予定している」との答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

●部設置条例の一部改正
令和６年度機構改革に伴い、こども政策に

関する事務を一元的に取り扱う部を新たに設
置するため、所要の改正を行おうとするもの
との説明がありました。

質疑の中で、「現在の福祉保健部及び新た
に設置される福祉部と健康こども部の職員
数の見込みは」との質問があり、「現在の福祉
保健部が69人、新たに設置する福祉部に31
人、健康こども部に47人の職員を配置する
予定である」との答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

その他、９議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。

吉美小学校区の放課後学級が校内に移転総務教育建設委員会

議会情報公開条例に基づく公文書の開示実施状況
　令和５年４月１日から令和６年３月31日までの公文書開示請求はありませんでし
た。議会に関する情報開示については、議会事務局（電話42－1259）へお問い合
わせください。

●ゼロカーボンシティを目指して
第３次綾部市環境基本計画の期間終了に伴

い、地球温暖化対策実行計画や地域気候変動
適応計画も組み込んだ新たな「綾部市エネル
ギー環境基本計画」を策定。2050年ゼロカー
ボンシティの実現を目指し、令和12年度まで
のエネルギー政策と環境政策に関する目標や
方策が取りまとめられています。

質疑の中で、「計画はどのように市民に啓発
していくのか」との質問があり、「小学生など
子どもにもわかりやすい啓発冊子の作成を進
めている。配布方法は、子ども向けの出前授
業など、子どもから家庭に広げていくような
形をとれたらと考えている」との答弁があり
ました。また、「太陽光パネルの設置も増えて
きているが、再生可能エネルギーに対する支

援を検討されているか」との質問があり、「支
援制度に係る国の交付金獲得に向けて手続き
を進めており、交付金を得ることができれば
支援制度を拡充したい」との答弁がありまし
た。

特に意見もなく、
採決の結果、全員賛
成で可決となりま
した。

その他、16議案に
ついても審査を行
い、採決の結果、全
員賛成で可決とな
りました。

綾部市エネルギー環境基本計画を策定産業厚生環境委員会
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令和６年６月定例会の日程予定
６月定例会は、６月10日から６月28日までの19日間の会期で予定しています。

６月10日（月）　本会議（議案上程）
　　17日（月）　請願受理締切り（正午）
　　18日（火）～20日（木）　一般質問
　　21日（金）　総務教育建設委員会

 24日（月）　産業厚生環境委員会
 25日（火）　予算決算委員会（総括質疑）
 26日（水）　予算決算委員会（予算審査）
 28日（金）　本会議（採決）

過
去
最
大
規
模
の
予
算
を
評
価

令
和
６
年
度
は
、
第
６
次
綾
部
市
総
合
計

画
の
４
年
目
で
あ
り
、
総
合
計
画
を
さ
ら
に

推
進
さ
せ
る
た
め
、
医
・
職
・
住
・
教
育
・

情
報
発
信
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
重
点
配
分
さ

れ
て
い
る
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど

様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
施
策
を
計
画
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
、
議
会
で
議
論
し
て
き
た
内

容
も
取
り
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
み

ん
な
で
紡
い
で
実
現
で
き
る
予
算
で
あ
る
と

大
い
に
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
制
度
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た

め
に
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
予
算
を
通
す
こ
と
が
、
市
民
の
生

命
、
財
産
、
暮
ら
し
を
守
り
、
綾
部
の
未
来

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
全
員
の
賛
成
に
て
可

決
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

賛成 民政会

片
かた

　岡
おか

　英
ひで

　晃
あき

論討
議
第
議
第
２５２５
号号  

令
和
６
年
度
綾
部
市
一
般
会
計
予
算

議
第
議
第
２８２８
号号  

令
和
６
年
度
綾
部
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

暮
ら
し
と
生
業
に
全
力
応
援
の
予
算
を

市
内
給
与
所
得
者
の
収
入
は
２
０
０
０

年
比
30
万
円
も
減
少
、
物
価
高
騰
は
止
ま
ら

ず
疲
弊
す
る
市
民
、
価
格
転
嫁
で
き
ず
先
行

き
が
見
え
な
い
小
規
模
事
業
者
、
福
祉
職
場

で
は
慢
性
的
な
人
材
不
足
。
こ
の
状
況
の

中
、
新
年
度
予
算
の
施
策
は
不
十
分
。
能
登

半
島
地
震
の
教
訓
は
、
避
難
所
の
環
境
整
備

や
原
子
力
災
害
時
の
実
効
性
あ
る
避
難
計
画

の
策
定
だ
。
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

は
今
も
流
出
し
続
け
て
お
り
、
情
報
開
示
と

土
壌
・
水
の
定
期
検
査
、
血
中
濃
度
検
査
な

ど
住
民
に
寄
り
添
う
対
応
が
必
要
。
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア

は
進
ん
で
い
な
い
。
国
保
の
目
的
は
社
会
保

障
と
国
民
保
健
の
向
上
だ
。
減
ら
さ
れ
た
国

庫
負
担
を
も
ど
し
国
保
料
の
引
き
下
げ
を
強

く
国
に
求
め
る
べ
き
。

反対 日本共産党

井
い

　田
だ

　佳
か よ こ

代子

可決した意見書
● 建設アスベスト被害者の救済とアスベスト対策

の拡充を求める意見書

● 国に対して、緊急事態に対応できる法令等の整
備を求める意見書

● 医療保険制度の抜本的改革及び財政支援の拡充
を求める意見書

可決した意見書は関係機関へ送付しました。
（内容はホームページをご覧ください。）

請 願 審 査
●国に対して、緊急事態に対応できる法令等の整備を求める意見書提出に関する請願書

提案者：芦田 文雄 氏 意見書の可決によりみなし採択となりました。

● 2024年度国民健康保険料に関する請願書
提案者：社会保障をすすめる綾部市民連絡会 代表　山口 昭雄 氏

採決の結果、賛成少数で不採択となりました。

●副市長の選任
　　岩本 正信 さん（若松町）＝新

●教育委員会教育長の任命
　　小林 治 さん（上野町）＝新

●人権擁護委員の候補者の推薦
　　四方 泉 さん（里町）＝新

同意した人事案件
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緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
法
令
整
備
を

日
本
国
憲
法
は
、
平
時
を
前
提
に
し
て

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
危
機
に
対
処
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
国
家
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た

時
、
一
時
的
に
行
使
さ
れ
る
国
の
権
限
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
請
願
へ
の
反
対

理
由
と
し
て
災
害
発
生
時
は
現
行
法
で
の
対

応
で
問
題
が
な
い
と
い
う
主
張
は
間
違
っ
て

い
る
。
緊
急
時
に
お
け
る
例
外
的
な
権
力
の

行
使
や
憲
法
で
守
ら
れ
た
人
権
の
制
限
を
す

べ
て
法
律
で
定
め
る
こ
と
は
、
憲
法
を
蹂
躙

し
、
立
憲
主
義
に
反
す
る
と
私
は
考
え
る
。

本
意
見
書
は
国
と
国
民
の
生
命
と
安
全
を
守

る
た
め
の
法
令
等
に
つ
い
て
建
設
的
な
議
論

を
、
国
会
に
お
い
て
早
急
に
促
進
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
国
会
に
お
け
る

議
論
を
否
定
す
る
理
由
は
ど
こ
に
も
な

い
の
で
は
な
い
か
。

賛成 創政会

梅
うめ

　原
はら

　哲
てつ

　史
し

意
見
第
２
号

意
見
第
２
号

国
に
対
し
て
、
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
法
令
等
の
整

備
を
求
め
る
意
見
書

事
前
準
備
と
現
行
法
の
活
用
で
対
応
を

感
染
症
・
自
然
災
害
等
の
緊
急
事
態
に

対
し
て
、
万
一
、
現
行
法
で
対
応
で
き
な
い

場
合
で
も
、
法
改
正
に
よ
り
対
処
で
き
る
。

福
島
県
弁
護
士
会
が
、
東
日
本
大
震
災
の
経

験
に
基
づ
き
、「
既
存
の
法
制
度
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
」
と
意
見
表
明
し
た
こ
と

は
、
重
く
貴
重
だ
。

政
府
へ
の
権
限
集
中
や
私
権
制
限
の
強

化
に
よ
り
、
個
人
の
人
権
制
約
を
懸
念
す

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
最
も
身
近
な
自

治
体
で
あ
る
市
町
村
の
主
導
的
役
割
の
保
障

が
重
要
だ
。

歴
史
的
に
も
政
府
の
権
力
濫
用
で
、
人
権

が
侵
害
さ
れ
て
き
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
そ
の
痛
苦
の
経
験
か
ら
日
本
で
は
、

平
時
か
ら
非
常
事
態
に
対
応
す
る
法
制
度
を

整
備
し
て
い
る
。
新
た
な
法
令
整
備
の
必
要

は
な
い
。

反対 日本共産党

塚
つか

　﨑
さき

　泰
たい

　史
し

一
本
化
で
抜
本
的
改
革
・
財
政
支
援
を

高
齢
化
や
医
療
費
の
増
大
な
ど
、
多
く
の

要
因
が
医
療
保
険
制
度
改
革
の
必
要
性
を
促

し
て
い
る
。
特
に
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の

運
営
に
は
限
界
が
あ
り
、
地
方
自
治
体
だ
け

で
は
持
続
的
な
運
営
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
全
国
的
に
一
本
化
な
ど
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

現
制
度
で
は
地
域
や
所
得
に
よ
っ
て
負
担
に

格
差
が
生
じ
、
公
平
性
に
欠
け
る
部
分
が
あ

る
。
緊
急
支
援
で
は
な
く
、
全
国
一
律
の
医

療
保
険
制
度
導
入
に
よ
り
、
長
期
的
な
安
定

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
地

方
自
治
体
の
意
見
を
尊
重
し
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
に
も
配
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
よ
っ
て
国
に
よ
る
財
政
支
援
の
拡
充
や

社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

賛成 民政会

藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ

意
見
第
３
号

意
見
第
３
号

医
療
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
革
及
び
財
政
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書医

療
保
険
制
度
一
本
化
に
は
反
対

本
意
見
書
は
、「
国
民
健
康
保
険
制
度
に

つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
、
国
の
財

政
支
援
の
拡
充
」
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
点

は
賛
同
で
き
る
が
、「
他
の
医
療
保
険
制
度

と
一
本
化
す
る
」
と
い
う
点
で
は
意
見
が
分

か
れ
る
。
国
の
予
算
を
減
ら
し
た
ま
ま
「
一

本
化
」
し
て
も
、
国
保
の
財
政
難
が
健
保
に

転
嫁
さ
れ
、
現
役
労
働
者
の
保
険
料
値
上
げ

と
な
り
制
度
の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

委
員
会
審
査
で
は
「
国
に
財
政
支
援
を
求

め
る
」
点
で
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
「
医

療
保
険
制
度
の
一
本
化
」
の
議
論
は
全
く
さ

れ
て
い
な
い
。
国
保
法
の
目
的
は
「
社
会
保

障
及
び
国
民
保
健
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
で

あ
り
、
そ
の
目
的
か
ら
外
れ
る
本
意
見
書
は

賛
同
で
き
な
い
。

反対 日本共産党

吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ

国
保
料
軽
減
の
た
め
国
の
財
政
負
担
を

本
請
願
は
、「
２
０
２
４
年
度
の
京
都
府

へ
の
納
付
金
額
は
過
去
最
高
水
準
で
、
市
町

村
は
厳
し
い
国
保
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

一
自
治
体
の
努
力
だ
け
で
は
限
界
。
国
が
緊

急
支
援
を
行
う
よ
う
議
会
と
し
て
意
見
書
提

出
を
求
め
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

国
保
法
改
正
に
よ
り
40
年
前
に
は
国
庫

負
担
割
合
が
50
％
あ
っ
た
も
の
を
37
・
１
％

ま
で
抑
制
し
て
お
り
、
全
国
市
長
会
な
ど
か

ら
「
被
保
険
者
の
負
担
は
限
界
、
公
費
１
兆

円
投
入
を
」
と
求
め
て
い
る
。

物
価
高
騰
な
ど
市
民
生
活
が
厳
し
い
中
、

国
保
料
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
国
に
財
政
負

担
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
当

然
で
は
な
い
か
。

賛成 日本共産党

吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ

請
願
第
２
号

請
願
第
２
号

２
０
２
４
年
度
国
民
健
康
保
険
料
に
関
す
る
請
願
書

医
療
保
険
制
度
の
抜
本
的
制
度
改
革
を

こ
れ
ま
で
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
へ
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、
自
治
体
か
ら

国
に
対
し
て
、
継
続
的
に
負
担
軽
減
の
要
望

を
し
て
き
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は
、
低
所
得
、

高
齢
の
方
が
多
く
、
負
担
を
軽
減
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
緊
急
支
援
と
い
う
よ
り
、
継
続

的
、
持
続
的
に
負
担
軽
減
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
。
医
療
保
険
制
度
自
体
が
、
人
口
減
少

と
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
伴
う
被
保
険

者
の
負
担
増
か
ら
、
安
定
運
営
が
厳
し
い
状

況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
基
盤
を
固
め
て
、

持
続
可
能
性
の
あ
る
制
度
変
更
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
制
度
だ
け
で
な
く
、
全
て

の
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
な
ど
、
抜
本
的

な
制
度
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

反対 創政会

後
ご

　藤
とう

　　光
ひかる
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Ｑ　

大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
は
、
公
助
は
期
待
で
き
な
い
。
実

際
に
神
戸
市
東
灘
区
に
お
け
る
人
命
救
助
活
動
に
関
す
る
聞
き

取
り
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
近
所
の
人
、
親
戚
、
家
族
が
約
７

割
を
占
め
、
消
防
、
自
衛
隊
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
倒
壊

し
た
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
々
の
生
死
を
分
け
る
の
は
、

自
治
会
な
ど
の
共
助
で
あ
り
、
自
治
会
加
入
促
進
が
大
切
で
あ

る
。
自
治
会
の
加
入
状
況
や
推
移
、
ま
た
、
そ
の
評
価
は
。

Ａ　

平
成
31
年
以
降
の
４
月
時
点
の
自
治
会
加
入
率
は
少
し
ず

つ
低
下
し
て
い
る
が
、
各
自
治
会
の
努
力
に
よ
り
、
全
国
平
均

と
比
べ
る
と
、
高
い
加
入
率
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
本
市
か
ら

市
民
の
方
々
に
対
し
て
、
自
治
会
へ
の
加
入
を
強
制
し
た
り
強

く
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
防
災
の
観
点
や
地

域
の
関
係
づ
く
り
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
、
自
治
会
加
入
の

意
義
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

Ｑ　

大
規
模
災
害
の
発
生
時
、
ま
ず
は
応
急
復
旧
の
前
に
災
害
現

場
で
の
救
援
・
救
護
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
瓦
礫
な
ど

で
通
行
が
塞
が
れ
た
道
路
を
切
り
開
き
、
緊
急
車
両
の
通
行
を

確
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
市
に
は
緊
急
時
に

必
要
な
道
路
を
切
り
開
く
た
め
の
道
路
啓
開
計
画
が
な
い
。
災

害
時
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
道
路
の
啓
開
を
行
う
の
か
。

Ａ　

綾
部
市
地
域
防
災
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
は
、
こ
の
地
域
防
災
計
画
に
準
じ
て
、
各
道
路
管
理

者
が
そ
れ
ぞ
れ
道
路
啓
開
を
進
め

る
こ
と
に
な
る
。
必
要
と
な
っ
た

時
に
は
、
災
害
協
定
を
締
結
し
て

い
る
綾
部
建
設
業
協
会
の
協
力
の

も
と
、
道
路
啓
開
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

大
規
模
自
然
災
害
の
対
応
を
問
う

創
政
会

Ｑ　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
１
人
当
た
り
の
年
間
平
均
給
与
額
は
約

30
万
円
減
少
し
て
い
る
。
市
民
の
懐
が
冷
え
込
ん
だ
と
こ
ろ
に

物
価
高
が
市
民
生
活
を
直
撃
し
、
い
ま
暮
ら
し
は
危
機
的
状
況

だ
。
市
の
考
え
は
。

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
と
な
り
、
社
会
活
動
正
常
化
の

動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
活
動
も
回
復
の
勢
い
が

強
ま
る
一
方
で
、
物
価
高
の
影
響
に
よ
り
、
先
々
の
生
活
に
不

安
を
感
じ
る
世
帯
も
多
く
あ
る
。

Ｑ　

市
民
の
懐
の
冷
え
込
み
は
、
商
売
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
経
済
の
長
期
停
滞
が
始
ま
っ
た
平
成
８
年
に
２
，
１
２
１

件
あ
っ
た
市
内
事
業
所
は
、
平
成
28
年
に
は
１
，
５
３
１
件
と

20
年
間
で
５
９
０
件
が
な
く
な
っ
た
。
市
内
経
済
の
状
況
と
見

通
し
は
。

Ａ　

京
都
北
都
信
用
金
庫
の
特
別
調
査
「
令
和
６
年
の
自
社
の
業

今
こ
そ
暮
ら
し
と
生
業
の
全
力
応
援
を

塚つ
か　

﨑さ
き　

泰た
い　

史し

市政を問う
代 表 質 問  ・ 一 般 質 問

代表質問

梅う
め　

原は
ら　

哲て
つ　

史し

日
本
共
産
党
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　３月５日から７日までの３日間にわたって15人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは代表質問と一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

況
の
見
通
し
」
で
は
、「
良
い
」
と
回
答
し
た
企
業
が
12
・
７

パ
ー
セ
ン
ト
、「
普
通
」
が
37
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
、「
悪
い
」
が

49
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
半
数
近
く
の
企
業
が
「
悪
い
」
見
通

し
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

子
ど
も
の
医
療
費
を
18
歳
ま
で
完
全
無
料
化
、
国
や
府
と
と

も
に
保
育
園
等
の
副
食
費
・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
国
民
健

康
保
険
料
の
子
ど
も
の
均
等
割
の
独
自
減
免
を
提
案
す
る
。
ま

た
、
耐
震
予
定
、
或
い
は
、
耐
震
済
み
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
の
創
設
、
地
域
経
済
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を
求
め
る
。
市

の
考
え
は
。

Ａ　

移
住
・
定
住
や
子
育
て
等
の
施
策
に
応
じ
た
住
宅
改
修
の

補
助
を
実
施
し
て
い
る
が
、
現
在
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
み
を
目
的

と
し
た
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。
地
域
経
済
の
振
興
は
、
綾
部

市
総
合
計
画
に
定
め
て
お
り
、
こ

の
計
画
に
沿
っ
て
、
地
域
経
済
の

振
興
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
。

代表質問

Ｑ　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
教
委
を
中
心
と
し
て
、
関
係
者
を
交

え
た
検
討
会
に
お
い
て
検
討
を
進
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
陸

上
競
技
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
、
試
験
運
用
が
開
始
さ

れ
る
。
試
験
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
、
様
々
な
課
題
が
見

え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
が
、
地
域
移
行
が
生
徒
や
保
護
者
、

教
職
員
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
働
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
試
験
的
に
行
う
２
種
に
つ
い
て
、
詳
細
な
内
容
は
。

Ａ　

陸
上
競
技
に
つ
い
て
は
土
曜
日
の
午
前
中
、
綾
部
高
等
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
ア
ス
レ
ッ
ツ
あ
や
べ
陸
上
競
技

教
室
に
中
学
生
部
門
を
新
設
し
実
施
す
る
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
日
曜
日
の
午
前
中
に
綾
部
中
学
校
の
体
育
館
に
お

い
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
実
施
す
る
。
今
回
の
地
域
移
行
の

実
施
に
よ
り
、
陸
上
競
技
部
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
な
い
学
校

の
生
徒
が
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

Ｑ　

中
学
校
で
部
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
他
の
競
技
、

例
え
ば
、
野
球
や
卓
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど
、
他
の
競
技

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
中
学
校
に

お
け
る
文
化
部
の
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
文
化
部
の
地

域
移
行
に
向
け
た
取
組
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

Ａ　

他
の
競
技
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
綾
部
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

と
そ
の
加
盟
団
体
に
対
し
て
、
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
関
す
る
考
え
方
や
意
向
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
、
協
議
が
完
了

し
た
競
技
か
ら
段
階
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。
文
化
部
に
つ
い
て

は
、
綾
部
市
文
化
協
会
に
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
の
詳
細
は

片か
た　

岡お
か　

英ひ
で　

晃あ
き

民
政
会



大地震時、原発は危険、対策は

Ｑ　

能
登
半
島
地

震
の
被
害
実
態
か

ら
、
大
飯
・
高
浜
原

発
の
即
時
停
止
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

原
子
力
規
制

委
員
会
や
国
の
議

論
や
動
向
も
踏
ま

え
、
避
難
計
画
の
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
国

や
電
力
事
業
者
に
対
し
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま

え
、
改
め
て
稼
働
と
住
民
避
難
計
画
は
セ
ッ
ト

で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
の
構
築
を
要
望
す
る
。

Ｑ　

高
浜
原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内
の
人
口
は
７
，

４
１
１
人
だ
が
、
家
屋
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
被

害
を
受
け
て
屋
内
退
避
で
き
な
い
場
合
、
避
難

所
な
ど
で
屋
内
退
避
可
能
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

物
の
収
容
可
能
人
数
は
。

Ａ　

30
キ
ロ
圏
内
の
指
定
避
難
所
の
う
ち
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
避
難
所
に
限
る
と
９
施

設
、
収
容
人
数
１
，
６
２
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

現
状
で
は
避
難
も
屋
内
退
避
も
実
効
性
の
な

い
状
況
だ
。
稼
働
を
容
認
す
る
な
ら
ば
、
地
震
と

の
複
合
災
害
を
想
定
し
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
対
策
を
強
化
す
る
の
か
。

Ａ　

ま
ず
は
木
造
家
屋
の
耐
震
化
を
集
中
的
に
行

い
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
。
ま
た
、
京
都
府
に
対

し
て
、
東
部
地
区
の
避
難
路
で
あ
る
府
道
小
浜

綾
部
線
や
府
道
上
杉
和
知
線
に
つ
い
て
、
バ
イ

パ
ス
の
残
区
間
の
整
備
や
拡
幅
等
の
促
進
、
交

通
途
絶
に
備
え
た
大
型
の
救
助
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト

及
び
大
雪
対
策
の
拠
点
施
設
の
設
置
等
の
事
業

の
検
討
を
要
望
し
て
い
る
。

みらいのあやべ　中
なか

　島
じま

　祐
ゆう

　子
こ

災害時に男女共同参画の必要性は

Ｑ　

災
害
時
の
避

難
所
は
、
性
別
に
配

慮
し
た
設
置
・
運

営
と
な
っ
て
お
ら

ず
、
被
災
地
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
格
差
は
東

日
本
大
震
災
で
問

題
と
な
り
、
熊
本
地

震
・
能
登
半
島
地
震
で
も
同
様
の
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
避
難
所
で
は
災
害
対
応
力
の

あ
る
女
性
の
視
点
か
ら
の
設
営
・
運
営
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
が
、
本
市
で
は
、
災
害
対
応
で
き

る
女
性
職
員
の
育
成
は
ど
う
か
。

Ａ　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災

計
画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
か
ら
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
配
慮

し
た
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
を
実
施
し
て
き

た
。
今
年
度
も
出
水
期
前
に
、
災
害
警
戒
対
策
本

部
の
動
員
計
画
に
基
づ
く
避
難
所
班
要
員
77
人

(

男
性
39
人
、
女
性
38
人)

を
対
象
と
し
、
避
難

所
運
営
説
明
会
や
開
設
訓
練
を
実
施
し
た
。

Ｑ　

災
害
時
に
は
そ
の
地
区
で
住
み
慣
れ
、
陣
頭

指
揮
が
と
れ
る
女
性
パ
ワ
ー
も
必
要
で
あ
り
、

配
置
さ
れ
る
職
員
さ
ん
と
協
力
し
て
避
難
所
設

営
や
運
営
が
で
き
る
の
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
住
民
向
け
の
研
修
が
必
要
で
は
な

い
か
。

Ａ　

１
月
28
日
に
府
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
で
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
市
民

向
け
の
防
災
講
座
を
実
施
し
、
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
。
自
治
会
で
も
、
多
様
な
視
点
で
の
防
災

研
修
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
は
同
様
の
研
修
機

会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

創政会　　松
まつ

　本
もと

　幸
さち

　子
こ
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一般質問

高校卒業までの医療費無料化を

Ｑ　

子
ど
も
の
医

療
費
助
成
は
、
子
育

て
世
代
の
切
実
な

願
い
。
こ
れ
ま
で

の
綾
部
市
の
実
施

の
経
過
は
。

Ａ　

京
都
府
の
制

度
に
準
じ
て
、
平
成

５
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
平
成
26
年
に
は
入

院
助
成
の
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
充
、
翌
年
に

は
通
院
助
成
も
中
学
生
ま
で
拡
充
し
、
１
か
月

１
医
療
機
関
ご
と
に
自
己
負
担
２
０
０
円
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

Ｑ　

高
校
卒
業
ま
で
の
入
院
費
助
成
拡
充
の
内
容

は
。
通
院
費
助
成
の
拡
充
は
検
討
し
た
か
。

Ａ　

１
か
月
１
医
療
機
関
２
０
０
円
で
受
診
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
助
成
方
法
は
、
後
日
、
市
に
請

求
し
て
も
ら
う
償
還
払
い
に
し
た
い
。
通
院
費

助
成
の
拡
充
は
、
他
市
の
状
況
も
見
き
わ
め
な

が
ら
検
討
す
る
。

Ｑ　

能
登
半
島
地
震
で
は
木
造
家
屋
の
倒
壊
で
多

く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
綾
部
市
で
昭
和
56
年
以

前
の
木
造
住
宅
の
耐
震
化
率
は
ど
う
か
。
ま
た
、

耐
震
改
修
を
促
進
す
る
た
め
の
課
題
は
。

Ａ　

綾
部
市
の
昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
の
耐

震
化
率
は
28
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

耐
震
改
修
を
促
進
す
る
た
め
、
２
年
間
の
限
定

措
置
で
は
あ
る
が
個
人
負
担
な
く
耐
震
診
断
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
し
、
耐
震
改
修
補

助
の
拡
充
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
等
を
活
用
し
た
、
さ
ら
な
る
啓
発

活
動
に
よ
り
、
耐
震
改
修
の
促
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

日本共産党　 吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ



令和６年度機構改革について問う

Ｑ　

令
和
５
年
４

月
１
日
に
、
こ
ど
も

家
庭
庁
が
発
足
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会

の
実
現
に
向
け
て

令
和
６
年
度
に
機

構
改
革
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト
は
。

Ａ　

こ
ど
も
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
こ
ど
も
施
策
に
関
す
る
事
務
を
一
体

的
に
支
援
す
る
部
署
を
設
置
し
て
、
体
制
の
強

化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
現

在
の
福
祉
保
健
部
を
福
祉
部
と
健
康
こ
ど
も
部

に
分
割
し
、
健
康
こ
ど
も
部
で
こ
ど
も
政
策
に

関
す
る
事
項
を
一
元
的
に
所
管
す
る
。

Ｑ　

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
の
背
景
に
は
、
深
刻
な

少
子
化
、
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
児
童
虐
待
や

い
じ
め
、
貧
困
問
題
、
日
本
の
子
ど
も
の
低
い

幸
福
度
、
親
の
子
育
て
負
担
の
増
加
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
等
が
あ
る
が
、
健
康
こ
ど
も
部
を
創

設
す
る
こ
と
で
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
の
か
。

Ａ　

健
康
こ
ど
も
部
に
新
た
に
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
を
新
設
す
る
こ
と
で
、
母
子
保
健
と
児

童
福
祉
と
の
連
携
・
協
働
を
深
め
、
虐
待
へ
の

予
防
的
な
対
応
や
個
々
の
家
庭
に
応
じ
た
切
れ

目
な
い
支
援
提
供
な
ど
、
相
談
支
援
体
制
の
強

化
を
図
る
。
さ
ら
に
、
新
た
に
子
育
て
世
帯
訪
問

支
援
事
業
や
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

な
ど
、
家
庭
支
援
事
業
の
制
度
を
導
入
し
、
切
れ

目
な
く
、
漏
れ
な
く
対
応
す
る
こ
と
で
、
多
岐
に

わ
た
る
課
題
解
決
を
目
指
す
。

民政会　　本
ほん

　田
だ

　文
ふみ

　夫
お
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広域連携で効率的なまちづくりを

Ｑ　

い
よ
い
よ

待
っ
た
な
し
の
人

口
減
少
、
高
齢
化
、

少
子
化
、
過
疎
化
対

策
だ
が
、
令
和
６
年

度
予
算
案
に
お
け

る
本
市
の
少
子
化
、

人
口
減
少
対
策
や

高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
る
集
落
機
能
低
下
へ
の

対
策
な
ど
予
算
の
特
徴
は
。

Ａ　

少
子
高
齢
化
も
含
め
て
人
口
減
少
の
大
き
な

流
れ
は
避
け
が
た
い
。
人
口
減
少
の
テ
ン
ポ
を

緩
や
か
に
し
て
い
く
緩
和
策
と
、
人
口
減
少
社

会
の
中
で
も
持
続
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
適

応
策
を
講
じ
て
い
く
。
緩
和
策
と
し
て
子
育
て

環
境
の
改
善
を
大
き
な
柱
に
、
各
種
の
支
援
策

や
移
住
定
住
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
人
口

減
少
を
踏
ま
え
た
適
応
策
と
し
て
は
、
高
齢
者

へ
の
ご
み
出
し
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス

な
ど
の
高
齢
化
対
策
、
集
落
機
能
の
維
持
の
た

め
の
自
治
会
運
営
へ
の
女
性
や
若
者
参
画
、
自

治
会
の
在
り
方
検
討
な
ど
踏
み
込
み
た
い
。

Ｑ　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、
自
治
体
運
営

も
上
手
く
小
さ
く
し
て
質
を
高
め
る
方
策
が
重

要
。
そ
の
た
め
に
は
自
治
体
間
の
広
域
的
連
携

も
必
要
。
既
に
有
害
鳥
獣
処
理
対
策
施
設
や
、
府

中
・
北
部
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

る
。
今
後
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
や
環
境
課
題
の

解
決
の
た
め
に
も
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
広

域
的
整
備
の
研
究
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

来
年
度
以
降
、
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
形

成
推
進
協
議
会
の
部
会
で
検
討
・
研
究
さ
れ
て

行
く
も
の
と
考
え
る
。

民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき

重層的支援体制整備について問う

Ｑ　

厚
労
省
の
進

め
る
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
は
、

地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た

め
の
体
制
整
備
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、

制
度
内
容
は
。

Ａ　

複
雑
に
絡
み
合
う
課
題
等
に
対
し
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
福
祉
関
係
機
関
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
幅
広
い
支
援
会
議
の
場
で
、
課
題
の
解
き
ほ

ぐ
し
や
各
関
係
機
関
の
役
割
の
整
理
等
、
包
括

的
な
支
援
体
制
を
整
備
し
、
相
談
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。
各
分
野
に
お
い
て
直
接
的
な
支

援
制
度
が
な
い
場
合
で
も
、
相
談
を
受
け
止
め
、

さ
ら
に
支
援
が
届
い
て
い
な
い
人
へ
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
な
支
援
も
行
っ
て

い
く
。

Ｑ　

市
町
村
の
任
意
事
業
で
、
令
和
５
年
12
月
時

点
で
府
内
の
実
施
は
一
市
の
み
、
移
行
準
備
事

業
に
取
り
組
む
自
治
体
が
府
内
で
は
本
市
を
含

む
６
市
町
、
と
い
う
状
況
で
先
駆
的
な
取
組
だ

が
、
こ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
か
。

Ａ　

例
え
ば
８
０
５
０
問
題
で
は
、
事
務
局
が
各

支
援
機
関
の
調
整
、
総
括
役
を
担
い
、
親
へ
の

支
援
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
が
、
ま
た
、
子
ど
も
へ
の
支
援
は
就

労
支
援
相
談
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
脱
ひ
き
こ
も

り
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
支
援
事
業
所
な
ど
が

構
成
員
と
な
り
、
重
層
的
支
援
会
議
で
世
帯
を

包
括
的
に
支
援
。
福
祉
制
度
と
住
民
の
地
域
活

動
等
で
、
取
り
残
さ
れ
な
い
支
援
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

創政会　　後
ご

　藤
とう

　　光
ひかる



綾部市立病院の経営状況を問う

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
発
生
に

よ
り
、
綾
部
市
立
病

院
は
感
染
患
者
対

応
の
た
め
病
床
を

確
保
し
、
一
般
患
者

の
受
け
入
れ
に
支

障
が
生
じ
、
患
者
の

受
診
が
減
少
し
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５
類
移
行
で
病
床

確
保
補
助
金
に
変
化
が
あ
り
、
現
在
の
収
支
状

況
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
現
在
の
経

営
状
況
は
。

Ａ　

事
業
収
益
の
減
少
と
事
業
費
用
の
増
加
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
令
和
２
年
度
以
降
、
４

年
連
続
で
の
赤
字
決
算
と
な
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ　

公
立
病
院
は
地
域
医
療
の
確
保
の
た
め
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
国
は
経
営
強
化

を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
し
て
い
る
。
今

後
の
経
営
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
発
生
を
境
に
、
非
常

に
厳
し
い
経
営
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
将

来
に
お
い
て
も
人
口
減
少
に
伴
い
、
医
療
需
要

の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
中
、
奨
学
資
金
貸
付
制
度
の
活
用

や
府
立
医
科
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
派
遣

元
と
の
関
係
強
化
等
に
よ
る
医
療
従
事
者
確
保

が
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
患
者
数
の
確
保
、
病
床

機
能
な
ど
収
益
の
改
善
策
を
検
討
す
る
。
市
と

市
立
病
院
が
さ
ら
に
連
携
強
化
し
専
門
家
に
よ

る
経
営
分
析
を
行
い
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
公

立
病
院
と
し
て
一
層
努
力
し
て
い
く
。

創政会　　柳
やなぎ

　原
はら

　秀
ひで

　一
かず
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一般質問

太陽光パネル発電について問う

Ｑ　

地
元
に
お
い

て
昨
年
６
月
よ
り

休
耕
田
を
買
収
し

太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
さ
れ
か
け
た

の
で
、
地
元
住
民
に

は
説
明
会
を
２
、３

度
し
て
い
た
だ
い

た
が
、
綾
部
市
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
、
推
進

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　

令
和
３
年
度
時
点
の
導
入
実
績
か
ら
１
・
２

倍
以
上
増
や
す
こ
と
を
目
指
す
。
市
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
基
本
計
画
で
は
「
地
域
と
共
存
し
た

秩
序
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
土
地
利

用
」
と
掲
げ
て
い
る
。
本
市
の
再
エ
ネ
促
進
区
域

は
公
共
施
設
の
屋
根
、
公
有
地
、
建
築
物
の
屋
根

の
み
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
係
る
農
地
転
用
の

状
況
は
。

Ａ　

農
地
転
用
の
状
況
は
、
令
和
元
年
以
降
の
５

年
度
分
で
33
件
、
50
筆
、
そ
の
う
ち
令
和
４
年
度

で
は
11
件
、
13
筆
、
令
和
５
年
度
で
は
13
件
、
22

筆
と
直
近
の
２
年
間
で
、
件
数
筆
数
と
も
急
増

し
て
い
る
。

Ｑ　

耐
用
年
数
と
安
全
性
に
つ
い
て
は
。

Ａ　

耐
用
年
数
は
一
般
的
に
20
～
30
年
。
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
廃
棄
は
事
業
者
の
責
務
だ
が
、
国
も

課
題
と
認
識
し
、
廃
棄
等
に
か
か
る
費
用
の
積

立
を
義
務
化
し
て
い
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
は

鉛
な
ど
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
破
損
し
た
場
合
は
感
電
や
有
害
物
質

が
流
出
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
取
り
扱
い
に
は

十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

酪友会　　河
かわぎた

北　ひさ子
こ

災害ケースマネジメントの構築を

Ｑ　

災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

自
治
体
が
弁
護
士

や
保
健
師
、
建
築

士
、
民
間
団
体
等
と

連
携
し
、
被
災
者
一

人
ひ
と
り
の
悩
み

や
ニ
ー
ズ
を
戸
別

訪
問
し
て
聞
き
取
り
、
適
切
な
支
援
に
繋
げ
、
生

活
再
建
を
後
押
し
す
る
取
組
で
あ
る
。
被
災
者

の
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
官

民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や
強
み
を
活
か
し
て

取
り
組
み
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
支
援
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
、
本
市
に
お
い
て
、
災
害
ケ
ー

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
構
築
の
取
組
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

Ａ　

従
来
の
被
災
者
支
援
は
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
、
申
請
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
構
築
の
取

組
は
、
内
閣
府
が
提
唱
し
て
い
る
も
の
で
、
災
害

の
関
連
死
や
支
援
漏
れ
の
防
止
、
ま
た
被
災
者

の
自
立
や
生
活
再
建
の
早
期
実
現
等
に
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
被
災
者
支
援
の
主
体
は
行

政
で
あ
る
一
方
、
被
災
者
が
直
面
す
る
様
々
な

課
題
に
は
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
た

め
、
行
政
単
独
で
の
実
施
は
困
難
で
あ
り
、
民

間
団
体
や
市
の
多
様
な
部
局
が
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
民
間
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
、
実
効
性

の
あ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ

り
、
様
々
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
、

先
行
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
研
究

に
努
め
た
い
。

公明党　　渡
わたなべ

辺　小
さ ゆ り

百合



今後の空き家対策への方針は

Ｑ　

人
口
減
少
に

伴
い
、
今
後
空
き
家

が
増
え
て
く
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

本
市
の
空
き
家
対

策
に
つ
い
て
は
、
定

住
・
地
域
政
策
課

で
行
い
、
近
隣
市
町

村
に
勝
る
実
績
を
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

空
き
家
対
策
は
移
住
に
お
け
る
利
活
用
を
前
提

と
し
た
対
策
で
あ
っ
た
。
昨
年
12
月
に
法
改
正

が
あ
り
、「
特
定
空
家
」
に
加
え
「
管
理
不
全
空

家
」
に
対
し
て
も
指
導
、
勧
告
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
持
ち
主
が
放
置
す
る
空
き
家
対
策

を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

Ａ　

所
有
者
不
存
在
の
空
き
家
に
関
し
て
は
、
財

産
管
理
人
制
度
の
活
用
や
代
執
行
に
よ
る
解
決

方
法
と
な
る
。
相
続
放
棄
な
ど
で
所
有
者
不
存

在
と
な
る
ま
で
に
、
空
き
家
の
所
有
者
の
方
に

活
用
等
を
検
討
い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
法
改
正
に

よ
り
、
空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、「
空
家

等
活
用
促
進
区
域
」
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
建
築

基
準
法
に
お
け
る
接
道
や
建
物
の
用
途
の
規
制

緩
和
が
行
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
課
と
も
調
整
し
て
区
域
の
制
定
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
た
い
。
さ
ら
に
、
新
た
に
「
管
理
不
全

空
家
」
に
つ
い
て
も
勧
告
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
勧
告
す
る
こ
と
で
固
定
資
産
税
の
住
宅
用

地
特
例
の
解
除
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
法

改
正
に
合
わ
せ
た
新
た
な
啓
発
も
行
っ
て
い
き

た
い
。

創政会　　渡
わた

　辺
なべ

　弘
こう

　造
ぞう
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一般質問

地籍調査の進捗を図れないか

Ｑ　

綾
部
市
の
地

籍
調
査
の
進
捗
率

は
３ 

・ 

５
パ
ー
セ

ン
ト
と
全
国
平
均

53
パ
ー
セ
ン
ト
に

比
べ
て
か
な
り
低

い
状
況
で
あ
る
。

地
籍
調
査
の
重
要

性
は
、
土
地
の
正
確
な
情
報
が
登
記
簿
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
で
、
土
地
の
権
利
関
係
が
明
確
化

さ
れ
、
境
界
紛
争
や
取
引
手
続
き
の
円
滑
化
が

図
ら
れ
る
。
災
害
時
に
は
正
確
な
境
界
情
報
が

役
立
ち
、
公
共
事
業
の
計
画
や
用
地
買
収
範
囲

の
特
定
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
地
籍

情
報
の
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
効
果
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
促
進
さ
れ
、
市
民
は
負
担
な
く
安
心
し

て
土
地
情
報
を
利
用
で
き
る
。
事
業
範
囲
を
拡

大
し
進
捗
を
図
れ
な
い
か
。

Ａ　

地
籍
調
査
事
業
費
の
75
パ
ー
セ
ン
ト
を
国
や

府
か
ら
の
交
付
金
に
よ
り
賄
っ
て
お
り
、
残
り

25
パ
ー
セ
ン
ト
の
市
負
担
分
に
つ
い
て
も
一

定
の
交
付
税
措
置
が
さ
れ
る
な
ど
、
市
の
実
質

的
持
ち
出
し
が
非
常
に
少
な
い
有
利
な
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
や
府
か
ら
の
交
付
金

の
配
分
額
は
市
か
ら
の
要
望
ど
お
り
と
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
現
状
で
は
事
業
拡
大
し
よ
う
と
し

て
も
交
付
金
の
増
額
が
見
込
め
な
い
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
事
業
範
囲
を
拡
大
す
れ
ば
、
そ
れ
に

応
じ
事
務
量
も
増
え
る
た
め
、
対
応
す
る
職
員

を
増
や
す
必
要
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
事
業

範
囲
の
拡
大
は
現
時
点
で
は
困
難
だ
と
考
え
て

い
る
。

民政会　　藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ

市民に寄り添った国保制度を

Ｑ　

厚
生
労
働
省

令
和
３
年
国
民
健

康
保
険
実
態
調
査

に
よ
る
と
、
国
保
に

加
入
し
て
い
る
全

世
帯
を
世
帯
主
の

職
業
別
に
見
る
と
、

最
も
多
い
職
業
は

無
職
、
被
用
者
が
そ
れ
に
続
く
。
加
入
世
帯
の

所
得
は
、
全
体
の
75
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
所
得

２
０
０
万
円
未
満
。
所
得
の
約
17
パ
ー
セ
ン
ト

が
国
保
料
と
い
う
高
負
担
。
経
済
の
冷
え
込
み

と
物
価
高
騰
の
中
、
国
保
料
の
引
き
上
げ
提
案

が
さ
れ
て
い
る
が
、
今
こ
そ
市
民
の
く
ら
し
応

援
と
福
祉
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
子
ど
も
の
均
等
割
り
全
額
免
除

が
で
き
な
い
か
。

Ａ　

未
就
学
児
童
の
軽
減
対
象
者
と
金
額
は
、
令

和
４
年
の
10
月
末
時
点
で
は
１
２
７
人
で
、
軽

減
額
98
万
５
，
９
４
５
円
。
令
和
５
年
10
月
末
時

点
で
１
５
３
人
、
軽
減
額
が
91
万
３
，
１
２
１

円
。
令
和
４
年
度
に
新
設
さ
れ
た
未
就
学
児
に

対
す
る
均
等
割
の
保
険
料
の
軽
減
制
度
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
対
象
被
保
険
者
の
均
等
割
額
を
半
額

に
軽
減
し
て
お
り
、
市
独
自
の
対
象
拡
大
に
つ

い
て
は
国
や
府
の
支
援
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
当
面
国
の
制
度
に
準
じ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Ｑ　

子
ど
も
の
均
等
割
り
全
額
免
除
の
検
討
は
さ

れ
た
の
か
。

Ａ　

さ
ら
な
る
制
度
拡
大
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
な
い
。

日本共産党　 井
い だ

田　佳
か よ こ

代子
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　３月定例会では過去最大規模となる令和６年度の当初予算を予算決算委員会にて慎重に審
査を行い可決したところです。
　市議会といたしましても、未来へつなぐ予算として各事業が適正に執行されているか、しっ

かりとチェック機能を果たしてまいります。
　広聴活動におきましては、「市民と議会のつどい」を開催するなど、より多くの市民の皆様のお声をお聞かせいただく機会
を設けたいと存じますのでその際はぜひご参加ください。
　今後も皆様に親しまれる議会だよりとなるように努めてまいります。ご意見ご要望がありましたらお聞かせください。
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